
Sustainable Tourism and DMC

世界に開かれた持続可能な観光地づくりを目指して

（一社）田辺市熊野ツーリズムビューロー

～「熊野古道」から「KUMANO KODO」へ～

令和 ６年度いわて観光の日



これからお話しする内容

・ 世界遺産を活かしたインバウンド戦略

・ 受け入れ態勢の整備

・ プロモーション（共通巡礼のプロジェクト）

・ 着地型旅行事業 DMC

・ コロナ禍を経験して



熊野本宮大社旧社地「大斎原」



文化的景観

「自然と人間の営みによって形成された
景観」

千年を超える神仏に対する篤い信仰心
を呼び起こすもとになった深い自然も世
界遺産に含まれている。
自然なくしてありえなかかった。 ＊闘鶏神社

紀伊路

Sacred sites and pilgrimage routes 
in the Kii Mountains

2004年
世界遺産
登録



田辺市概要 2005年新市誕生

■ 面積…1026.91k㎡ うち森林面積88.4％

※和歌山県の22％ 近畿で一番広い面積の市

■ 人口…84,000人（2005年） → 68,000人（2024年3月）

田辺市へのアクセス

■ 電車…JR新大阪駅から紀伊田辺駅まで約2時間強 

■ 自動車…大阪から南紀田辺インターチェンジまで

約2時間 関西空港から1.5時間

■ 飛行機…羽田空港から南紀白浜空港まで約１時間

田辺市の概要 TANABE CITY

★



田辺市の地域資源

多彩な温泉が味わえる

龍神温泉
（日本三美人湯）

川湯温泉
（仙人風呂）

湯の峰温泉
（つぼ湯）
☆世界遺産
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Onsen



田辺市の地域資源

温暖な気候を生かした農産品

・南高梅に代表される紀州梅の大産地
（全国の約６割が和歌山県産）

・江戸時代から続く伝統を継承

・「みなべ・田辺の梅システム」が
2015年 世界農業遺産に認定

・年間を通じて約80種類の柑橘が収
穫できる

・ほどよい甘みと酸味が特徴

＜梅＞

＜柑橘＞
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Une, Citrus



世界的に有名な人物

植芝盛平
（合気道の創始者）

南方熊楠
（博物学者）

武蔵坊弁慶
（生誕の地）

田辺市の地域資源
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Person



民間の強みを発揮することで

世界遺産のチャンスを活かしたい

平等・公平では
ない一点集中型

田辺市熊野ツーリズムビューローの設立

ポイント



■２００４．０７．０７ 世界遺産登録「紀伊山地の霊場と参詣道」

■２００５．０５．０１ 市町村合併により、新田辺市誕生

■２００６．０４．０１ 田辺市熊野ツーリズムビューロー設立

（社）龍神
観光協会

龍神行政局 大塔行政局

中辺路町
観光協会

大塔
観光協会

熊野本宮
観光協会

田辺
観光協会

本宮行政局 観光振興課

田 辺 市 観 光 振 興 課

田辺市熊野ツーリズムビューロー

中辺路行政局 プロモーション
事業委託

職員派遣

田辺市熊野ツーリズムビューローの経緯

田辺商工
会議所

地元金融
機関

まちづくり
会社

■２０１０．０５．１８ 法人格（一般社団法人）取得 基金の造成（1,100万円）

■２０１０．０７．２６ 旅行業法に基づく第２種旅行業取得（和歌山県知事登録 旅行業第２－２８３）

  １１．１０ FIT に対応したインターネットよる旅行予約システム開始（ＤＭＣ））

■２０１８．０８．０９ 理事を観光協会以外にも拡大

■２０１９．０３．２９ DMO（観光地域づくり法人）に登録

■２０２３．０３．２８ 先駆的DMOに選定



田辺市熊野ツーリズムビューロー

・田辺市内はもとより熊野エリア全体
の観光情報の収集・整理とプロモー
ション（主に海外）
・外国人旅行者に対する現地の対応
強化
・熊野地域全体をカバーする着地型
旅行会社（2010年～）

田辺市観光振興課

・観光施策の方針決定
・基盤整備（施設等の整備・維持管理   
等）
・国・県・他自治体等との連絡窓口

旧市町村の観光協会・行政局

・地域に密着した観光振興
（イベントの企画・実施、観光案内等）
・地域づくりの推進
（観光資源の発掘、地域内の連携
強化等）

観光事業者

外国人旅行者への
対応のレベルアップ
を図る

連携・協力

地域に密着した観
光振興における連
携・協力

プロモー
ション

事業委託

職員派遣

 役 割 分 担 Division of roles



田辺市熊野ツーリズムビューロー立上げ時に
見えた課題とは？

2005年 市町村合併
観光協会は5つ存続

課題②

2004年「熊野古道」
の世界文化遺産登録

課題➀

熊野古道世界遺産登録による
一時的なツアー客の急増

観光スポットの持続的な開発に
繋がりにくい

宿泊施設など地元の
受入れ体制 未整備

課題③

田辺市内の
民宿比率 40%

（全宿泊施設118軒
のうち48軒が民宿）

さらに、ほとんどの民宿が
「現金決済」のみ対応可能で
クレジット決済ができない施設
だった。



• 「ブーム」より「ルーツ」
• 「乱開発」より「保全・保存」
• 「マス」より「個人」
• 「インパクト」を求めず「ローインパクト」で
• 世界に開かれた「上質な観光地」に

⇒ インバウンドの推進

観光戦略の基本スタンス Our Stance

持続可能で質の高い観光地「田辺市」！
High Quality, Sustainable Tourism Destination



目的意識を持って旅をする
人たちに「熊野」に来てもらいたい

メインターゲットは欧米豪のFIT

外国人を呼び込むには外国人の感性が必要

国際観光推進員
Brad Towle ブラッド トウル

International Tourism 

Promotion and Development Director

外国人の視点による
受入れ地の整備

タ－ゲットの絞り込み Main Target





■英語（ローマ字）が標記してあれば何とかなる。

■見慣れた文字（特に母国語）があると安心する。

■少しの心遣いで、大きく違う。

ローマ字表記 Romaji



熊野古道
Kumano Kodo

Kumano Ancient Road
Old Road of Kumano

Kumano Trail
Historic Trail to Kumano

Kumano Sankeimichi
Kumanokodou

Kumano pilgrimage route
Kumano Kodoh
Kumano Kodō
Kumano Kaido



温泉

Spa
Hot Spring

Mineral Spring
Hot Spa

Japanese Bath

Onsen



現地のレベルアップ （看板整備 前）         Signs Before



現地のレベルアップ（看板整備 後） Signs After



のべ60回に及ぶ
ワークショップ

⚫ 宿泊関係者

⚫ 交通関係者（JR・バス会社）

⚫ 観光案内所スタッフ

⚫ 市内5観光協会スタッフ

⚫ 田辺市役所観光関係担当者

⚫ 熊野本宮大社（神職・巫女）

現地のレベルアップ  (セミナー・現地研修 )
 Workshops

英語が
しゃべれなくても
大丈夫！



現地のレベルアップ

（周辺マップ / ホテル案内「コミニュケーションツール」） Area Map / Information



現地のレベルアップ (バス時刻表) Bus Timetables

熊野古道エリア
18種類の
バス時刻表

（バスの乗り方も）



現地のレベルアップ (英語メニュー)  English Menus

必須情報は、
泊まること

移動すること
食べること



現地のレベルアップ （英訳） 
English Translation

日本を知らない
外国人に
伝わる翻訳



Official Guidebookオフィシャルガイドブック

外国人に

本質が伝わる
編集



外国人の視点による

受入れ地の整備

ポイント

情報発信の
前に！



現地のレベルアップ
TOURISM DEVELOPMENT

情報の収集と整理
ORGANISE INFORMATION

情 報 発 信
PROMOTION



ウェブサイト(6か国語)
Website

パンフレット
Maps & Pamphlets

共同プロモーション
Joint Promotion
ガイドブック
Guide book

旅行博への出展
Tourism EXPO Japan 



プレス ツアー
Press Tours

エージェント ツアー
Agent Tours

プロモーション ツアー
Promotion Tours

イベント
Eventｓえ

共同プロモーション
Joint Promotion



共同プロモーション 2008～        Joint Promotion      



共通巡礼 Dual Pilgrim



2015.02.01～2024.03.31 達成者5,958名



知名度が高まるにつれ・・・
Tasks seen

・熊野古道を歩きたいけれど、どうやっていけばいい？

・旅の行程をどう組めばいい？

・日本語がしゃべれない（英語が通じない）

⇒ 熊野は行き難いところ

歩く旅の仕組みがないのに
（無責任な）

プロモーションをしていた



情報発信
PROMOTION

現地のレベルアップ
TOURISM DEVELOPMENT

着地型旅行会社 
DESTINATION MANAGEMENT COMPANY



着地型旅行事業 2010年10月～

Destination Management Company

・ 手数料等が着地（地元）にとどまる

  ・ 着地（地元）の現地情報やネットワークを活かしたきめ細かなサポート

・ 新しいサービスや雇用の創出

・ FIT（外国からの個人旅行者）に対応

・ 熊野の旅行手配をワンストップで

 ・ 市域、県域を越えた旅をサポート

・ WEB予約 決済・キャンセル

Support and respect local residents and community in Kumano

旅行者・観光
事業者だけで
なく、地域の
人が満足
うれしい！

地域コミュニティと旅行者をつなぐCommunity Reservation Systems



外国人（個人）
旅行者

地元・地域
（観光関連事業者）

言 葉
決 済



外国人（個人）
旅行者

地元・地域
（観光関連事業者）

田辺市熊野ツーリズムビューロー





観光戦略の基本スタンス Our Stance

持続可能で質の高い観光地「田辺市」！
High Quality, Sustainable Tourism Destination

地域の価値
が高まる

地域の誇り
が再構築

• 「ブーム」より「ルーツ」
• 「インパクト」を求めず「ローインパクト」で
• 「乱開発」より「保全・保存」
• 「マス」より「個人」
• 世界に開かれた「上質な観光地」に

⇒ インバウンドの推進



外国人を受入れるための
地域全体のシステムづくり

世界遺産に

登録されたから、
外国人が増え
たのではない

ポイント



2020～
コロナ禍の中で



旅行事業の売上げ推移（2012～2022）

2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022

取扱人数（日本人） 1,463 2,603 3,118 2,748 3,698 4,699 4,505 3,551 2,646 3,957 5,798

取扱人数（外国人） 1,159 2,405 3,569 5,164 7,744 7,978 9,330 11,072 503 140 3,703

取扱人数 合計 2,622 5,008 6,687 7,912 11,442 12,677 13,835 14,623 3,149 4,097 9,501

旅行事業売上高 4,549 8,997 14,555 19,525 30,705 36,397 44,283 52,181 7,146 6,286 23,187
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旅行業売上に対する 域外への支出割合

カード手数料・旅行保険料・システム
管理費などの域外流出経費（2.1％）

DMCの売上げの98％は域内を巡っている

旅行事業の売上げ（2019年度）

521,000 千円



コロナ禍の課題

• DMCの売り上げ86％減  インバウンド比率88％

  市からの委託費率7.3％ 2019実績

→ 雇用の維持          金融機関からの借入 9,000万円

→ マーケットチェンジ     国内の需要を伸ばす 教育旅行

→ 組織強化           （株）南紀みらいとの連携
                                              ※ シオゴリプロジェクト

• 地域のサプライヤーチェーンが保たれるか？

→ 情報収集                          契約事業者数 264→259→264

• 地域住民の不安

→ 積極的なプロモーションのタイミング

ローカル パラダイムシフトの設計が維持できるか？

Challengeｓ with Covid-19
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和歌山県は古来より「木の国」と呼ばれるように、森林の豊かな土地です。

また、「紀伊山地の霊場と参詣道」が世界遺産に登録されたように、歴史的・文化的にも貴重な文化的景観や森林景観を保っています。

森林は、CO2の吸収、水源の涵養や国土保全だけでなく、木材の生産やレクリエーションの場など、私達の生活と深い関わりを持ち、

多くの恵みを与えてくれるとともに、その恵みは川から海へと循環しています。

「熊野自然学校」では、この「森林が持つ公益機能に関する学び」を目的とした、森林環境教育に関する学習カリキュラムを作成し、

座学や木工体験、さらには植林や間伐等の森林でのフィールドワークにより、森林の価値を再認識し、森林との関わり方を体感し、森

林との持続可能な共生社会を目指す心を育みたいと考えています。

×教育（森林環境学習） Challengeｓ with Covid-19
～熊野の自然から学ぶ～

年度 年次計画

R3 森林環境教育カリキュラムの策定・モ
デル事業の実施

R4 市内小学校を対象に森林環境教育プ
ログラムの受入開始

R5 市内小学校の受入数を段階的に拡大

R8
市内小学校全25校を対象に
森林環境学習ツアー受入
市外県外も対象に

熊野自然学校



育林体験 自然観察ウォーク

木材加工場見学

熊野古道ウォーク

木工体験

熊野のフィールドを活かした多彩な体験

インタープリターが子供たちの学びをサポート
森林環境学習

インター
プリター

企業研修版
ファシリテーター



変化に適応することが
存続の秘訣

ポイント

レジリエントで持続可能な組織づくり

課題は財源



旅行事業の売上げ推移（2012～2023） ※2023は見込値

2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023

取扱人数（日本人） 1,463 2,603 3,118 2,748 3,698 4,699 4,505 3,551 2,646 3,957 5,798 4,933

取扱人数（外国人） 1,159 2,405 3,569 5,164 7,744 7,978 9,330 11,072 503 140 3,703 18,278

取扱人数 合計 2,622 5,008 6,687 7,912 11,442 12,677 13,835 14,623 3,149 4,097 9,501 23,211

旅行事業売上高 4,549 8,997 14,555 19,525 30,705 36,397 44,283 52,181 7,146 6,286 23,187 86,083
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Responsible

Respect Reality

3 Rs
３つのR

ご清聴ありがとうございました。
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